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第

回
那
珂
川
町
夏

月

日、

若
鮎
大
橋
上
流

那

珂
川
河
川
敷

主
会
場

開
催

。

午
前

時

新
那
珂
橋
上

流
河
川
敷

特
設
会
場

恒
例

鮎

行

、

親
子
連

約

人

参
加

。

参
加
者

皆

、

始

合
図

一
斉

那
珂
川

入
、

悪
戦

苦
闘

鮎

捕

、

中

捕

人

。

主
会
場

午
後

時

分

太
鼓

演
奏

続

、
昨
年
結
成

「

夢

」

ｙ
ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ｏ
ｉ
那
珂
川

踊

披
露

、

大
勢

観
客

魅
了

。

午
後

時

分

、

祝
砲約

、

発

花
火

約

時

間

渡

次
々

打

上

、

万

千
人

観
客

夏

夜
空

那
珂
川

水
面

彩

花
火

大
歓
声

沸

起

。

なかがわ

ま
つ
り
が

の

を

に

さ

れ
ま
し
た

か
ら
は

の

で

の

と
マ
ス
の
つ
か
み
ど
り
が

わ

れ

れ
な
ど

が

し
ま
し
た

の

さ
ん
は

ま
り
の

と
と
も

に

に

に

り

し
な
が
ら

や
マ
ス
を

ま

え

に
は
ウ
ナ
ギ
を

ま
え
て

い
る

も
い
ま
し
た

で
は

か

ら
の
ま
ほ
ろ
ば

の

に

き

さ
れ
た

っ
こ

に
よ
る

り
が

さ
れ

の

が

さ
れ
ま
し
たか

ら
は

と
と
も
に
ス
タ

マ
イ
ン
な
ど

の

が

に

っ
て

と

ち

げ
ら

れ

の

か
ら
は

の

と

の

を

る

に

が

き

っ
て

い
ま
し
た

21 10

15
11

30

30

９

４

８

６
５
０

５

７

３

５
０
０

１

１

５

任期満了 伴 那珂川町長選挙
及 立候補予定者説明会等 知

に う
び のお らせ
○那珂川町長選挙

○立候補予定者説明会

○立候補者届出事前審査

投 票 日 平成 年 月 日（日）
午前 時～午後 時

告 示 日 平成 年 月 日（火）

期 日 平成 年 月 日（木）
午前 時～ 時

場 所 那珂川町役場 階会議室

期 日 平成 年 月 日（水）
午前 時～ 時

場 所 那珂川町役場 階会議室

詳 、那珂川町選挙管理委員会 問 合
下 。

那珂川町選挙管理委員会

氏家税務署 、管内 源泉徴収義務者 方々 対象
平成 年分源泉所得税 年末調整説明会 下記 日

程 開催 。
会場 受講 、 都合 合

出席下 。

問 合 氏家税務署 法人課税部門

月 日（火）
市氏家公民館

（ 市桜野 ）

午後 時

～

午後 時

月 日（水）
矢板市文化会館 小 ー
（矢板市本町 ）

月 日（木）
那須烏山市烏山公民館 階
（那須烏山市中央 ）

月 日（金）
馬頭総合福祉 ー
（那珂川町馬頭 ）
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－

2
－ －

－
しくは までお い

わせ さい

では の の を
に の を の
により します
どちらの でも できますので ご に わせ

てご さい

い わせ

さくら
さくら

ホ ル

センタ

平成 年分 年末調整説明会 開催21 の

平成 年分 年末調整説明会 日程表21 の

開催月日 開催場所 開催時間

11 17
1322 8

11 18
5 4

11 19
2 13 8

11 20
560 1

ー
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昔
、々
小
砂
高
倉
山

中
腹
、

里
人

信
仰

集

寺

、

眺

幾
重

連

山

峰
々

。

日、

周
辺

山

突
然
火
災

、

火

勢

激

燃

広

。

里

人

驚
、

若
者

年

寄

集

、

懸
命

消

火

努

及

、

火

勢

増

、

寺

危

、

里
人

成

、

寺

向

手

合

、

祈

。

様

時、

一
陣

風

、

共

周

薄
暗

。

里
人

何

事

起

、

一
斉

空

見
上

。
里
人

目

映

、

空

覆

何
万
羽

小
鳥

大
群。

？

思

束

間。

小
鳥

、

一
斉

寺

上

飛

回

、

一

様

小

羽

一
生
懸
命

羽

、

寺

火
災

守

。

、

熱

耐

小
鳥

、

麓

流

小
口
川

石

上

降
、

羽

休
、

飛

立

火

防
、

遂

寺

火
災

守

抜

。

小
鳥

、

身

休

川

原

石

、

足
跡

刻

言
。

里
人

、

足
跡

刻

石
「

千
鳥
石」

呼

。

高
倉
山
、

昔

里
山

信

仰

聖
地

。

洋

東
西

問

、

鳥
霊
信

仰

、

住
民

生
活
信
仰

鳥

深

。

千
鳥
石

、

空
想

信
仰

世
界

魅
力

。

、

千
鳥
石
、

除
災
招
福

石

、

遠
方

採
石

盛

時

。

文
化
財
愛
護
会
会
員

堀
江
孝
四
郎

なかがわ

の

に

た
ち
の

を

め
て
い
た

お

が
あ
り

そ
の

め
は

に
も

な
る

の

で
あ
っ
た

あ
る

そ
の

の

か
ら

が
お
き

の

い
は

し
く

え

が
る
ば
か
り

た
ち
は

き

か
ら
お

り
ま
で

ま
っ
て

に

に

め
た
が

ば
ず

の

い
は

す
ば
か
り
で

お

も

う
く
な
っ
た
が

た
ち
に
は

す
す
べ
も
な
く

お

に

か
っ

て

を

わ
せ

ひ
た
す
ら

る

ば
か
り
で
あ
っ
た

そ
の

な

の

が
お

こ
り

ざ
わ
め
き
と

に

り
は

く
な
っ
た

た
ち
は

が

き
た
か
と

に

を

げ
た

た
ち
の

に

っ

た
の
は

を

う

も
の

の

な
ぜ

と

う
の

も

の

た
ち
は

に
お

の

を

び

っ
て

に

さ
な

を

に

ば
た
い
て

お

を

か
ら

ろ
う
と
し
て
い
た

そ
し
て

さ
に

え
ら
れ
な
く
な
っ
た

た
ち
は

を

れ
る

の

の

に

り

を

め

か

わ
る
が
わ
る

び

っ
て
は

を

ぎ

に
お

を

か
ら

り

い
たた

ち
が

を

め
た

の

に
は

た
く
さ
ん
の

が

ま
れ
て
い
た
と

う

た
ち
は

こ
の

の

ま
れ
た

を

と

ぶ

よ
う
に
な
っ
た

は

か
ら

の

の

で
も
あ
っ
た

の

を

わ
ず

が
あ
り

の

に

は

く
か
か
わ
っ
て
い
た

に
は

と

の

を
も
た
ら
す

が
あ
る

ま
た

は

を
も
た
ら
す

と
し
て

か

ら
の

が

ん
な

も
あ
っ
た

21 10９

千鳥石 刻 足跡に まれた


